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＜今朝の聖書から＞ 
息子に聖書絵本を読んでやることがあるのですが、ときどきストーリー

は簡単なのに、非常に語りにくい話があります。ヨブは信仰深かったゆえ

に、サタンに試されるという災難にあいます。ヨナは、神様の言うことを

聞かなかった結果、嵐の海に投げ込まれます。これらのストーリーを聞い

て、呆然とする３歳の子に皆さんならどのような言葉を添えて、健全なキ

リスト者に成長するように願いますか。この添えられる言葉こそが

なのかな、と、しばしばその大切さを痛感させられます。

 さて、今日の聖書箇所も、言葉を易しくすれば子供にも意味がわか

容です。けれども、最も、大人たちの中にあって自分は

れていると信じている年頃の子に、「イエス様のことを皆がよく知ってい

た。“だから”受け入れられなかった」というのは、意味は分かるけれど

も理解できないでしょう。しかしこの箇所は、先に例に挙げたこととは意

味が異なります。もしも３歳児だったら、実は自分の知っているこの人こ

そが“神様”だったとわかると、大喜びするはずなのです。けれども聖書

にでてくる大人たちは、そうではなかった。もちろん子供であっても、主

を信じて救われる必要はありますが、この話は、まさに、人間の、しかも

知恵や経験の増した大人において顕著に現れた罪なのです。

 信仰に至っていない人にとっても聖書の教えはすばらしく、異議を唱え

る人はすくないでしょう。けれども、「では、あなたもクリスチャンにな

りますか？」と尋ねるとき、躊躇する人が多いのも事実です。何故でしょ

う？聖書について聞いたことをそれ以上に、深く知ろうとする思いが無い

からです。何故でしょう？それは、「神が人となり人間の罪を負われた。」

という、世的な常識を逸脱する話につながるからです。

とは未信者の方だけにいえることではありません。もしクリスチャンであ

りながら、イエス様を自分の得た理解の内に留めてしまい、日々新たにみ

言葉を頂く、神の救いの業に応答する生活を目指さないならば、それもま

た、「信仰と常識とは区別した生活」を望む罪なのです。

常識も道徳も科学も大切です。その探求の歴史はキリスト教が築いてき

たといっても良いほどです。大切なのは、その常識が一体何を根拠にして

いるか、ということです。自分の経験で築いた、自分の尺度による常識で

はなく、キリストにある価値観を得ようと望むとき、それは遥かに世間に

対して常識的な道徳精神に満ちた、科学的な世界に通じます。しかもその

世界は、イエス様の救い主であるという良き知らせ（福音）とは全く反し
ないのです。（文責：村上真理子） 
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